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日付：  ／  （  ） （  ）組（  ）番 氏名（         ） 

ｐ１０２ ２ 加法定理の応用 

 

2倍角の公式 

加法定理Ⅰにおいて，βを αでおきかえると 

 sin(𝛼 + 𝛼) = sin𝛼 cos𝛼 + cos𝛼 sin𝛼 = 2sin𝛼 cos𝛼 

 cos(𝛼 + 𝛼) = cos𝛼 cos𝛼 − sin𝛼 sin𝛼= cos2𝛼 − sin2𝛼 

 

 これらをまとめて 2倍
ばい

角
かく

の公
こう

式
しき

 という。 

 

 

2 倍角の公式  1．𝐬𝐢𝐧𝟐𝜶＝𝟐𝐬𝐢𝐧𝜶𝐜𝐨𝐬𝜶 

        2．𝐜𝐨𝐬𝟐𝜶＝𝐜𝐨𝐬𝟐𝜶 − 𝐬𝐢𝐧𝟐𝜶  （ ＝1 − 2sin2𝛼 ＝ 2cos2𝛼 − 1 にも変形できる） 

 

 

例題 1  αが第 1象限の角で，sin𝛼 =
3

5
 のとき，sin2𝛼 と cos2𝛼 の値を求めなさい。 

 

解答 

  

 

 

 

 

 

 

問 3  αが第 2象限の角で，sin𝛼 =
4

5
 のとき，sin2𝛼 と cos2𝛼 の値を求めなさい。 

  

←sin2𝛼 + cos2𝛼 = 1 より 

cos2𝛼＝1 − sin2𝛼 

sin2𝛼＝1 − cos2𝛼 



102～103 

- 2 - 

三角関数の合成 

 

三角関数の合成 

    𝑎sin𝜃 + 𝑏cos𝜃＝𝑟sin(𝜃 + 𝛼) （ただし 𝑟＝√𝑎𝟐 + 𝑏𝟐）  

               αは
r

a
＝cos ，

r

b
＝sin をみたす角 

サインとコサイン  サインだけ！ 

 

例３ √3sin𝜃 + cos𝜃 を 𝑟sin(𝜃 + 𝛼) の形に変形してみよう。 

   𝑎 = √3，𝑏＝1 であるから 𝑟＝√(√3)
𝟐

+ 1𝟐＝√4＝2， 

 

                           より、 

   αは 30°である。 

   よって √3sin𝜃 + cos𝜃＝2sin (𝜃 + 30°) 

 

 

問４ 次の式を 𝑟sin(𝜃 + 𝛼) の形に変形しなさい。 

（1） sin𝜃 + cos𝜃             （2） √3sin𝜃 − cos𝜃 

     

 

 

 

 

 


